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庄 原 市 企 業 立 地 促 進 条 例  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、庄 原 市 の 産 業 の 高 度 化 と 適 正 配 置 を 促 進 す る た め 、市 内 に 工

場 等 を 新 設 又 は 増 設 す る 者 に 、 助 成 金 の 交 付 及 び 便 宜 の 供 与 を 行 う こ と に よ り 、

均 衡 あ る 産 業 の 発 展 と 雇 用 機 会 の 拡 大 を 図 り 、も っ て 、庄 原 市 経 済 の 活 性 化 と 市

民 生 活 の 安 定 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 助 成 金 の 交 付 及 び 指 定 基 準 ）  

第 ２ 条  市 長 は 、次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 、予 算 の 範 囲 内 で 助 成 金 を 交

付 す る こ と が で き る 。  

(１ ) 次 に 掲 げ る い ず れ の 要 件 も 備 え る 工 場 で あ っ て 市 長 が 指 定 す る も の（ 以 下

「 指 定 工 場 」 と い う 。 ） を 新 設 又 は 増 設 す る 事 業 者  

ア  工 場 の 新 設 又 は 増 設 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る 地 域 内 で 行 わ れ る こ と 。  

(ア ) 工 場 立 地 法 （ 昭 和 34年 法 律 第 24号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 作 成 さ

れ た 工 場 立 地 調 査 簿 に 記 載 さ れ た 工 場 適 地  

(イ ) 農 村 地 域 工 業 等 導 入 促 進 法（ 昭 和 46年 法 律 第 112号 ）第 ５ 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 定 め ら れ た 工 業 導 入 地 区  

(ウ ) 都 市 計 画 法（ 昭 和 43年 法 律 第 100号 ）第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ

れ た 都 市 計 画 区 域 内 で あ っ て 、 工 業 導 入 が 適 当 で あ る と 市 長 が 認 め る 地 区  

(エ ) (ア )か ら (ウ )に 掲 げ る も の の ほ か 、 工 業 導 入 が 適 当 で あ る と 市 長 が 認

め る 地 区  

イ  新 設 又 は 増 設 さ れ る 工 場 の 建 築 面 積 が 500平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

ウ  新 設 又 は 増 設 に 伴 う 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 が ５ 人 以 上 の も の で あ り 、 か つ 、

市 内 に 居 住 す る 者 が 、 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 の 半 数 以 上 を 占 め る も の で あ る こ

と 。  

エ  新 設 又 は 増 設 に 伴 う 操 業 が 、指 定 後 ３ 年 以 内 に 開 始 さ れ る も の で あ る こ と 。 

(２ ) 次 に 掲 げ る い ず れ の 要 件 も 備 え る 分 譲 用 地 で あ っ て 市 長 が 指 定 す る も の

（ 以 下 「 指 定 分 譲 用 地 」 と い う 。 ） を 取 得 す る 事 業 者  

ア  取 得 す る 分 譲 用 地 が 、 公 的 機 関 に よ っ て 造 成 さ れ た 工 業 団 地 内 の 土 地 で あ

る こ と 。  

イ  工 場 等 の 新 設 又 は 増 設 に 伴 う 操 業 が 、 分 譲 用 地 の 引 渡 し を 受 け た 日 か ら 起
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算 し て ３ 年 を 経 過 し た 日 ま で に 開 始 さ れ る も の で あ る こ と 。  

（ 指 定 の 申 請 ）  

第 ３ 条  前 条 に 定 め る 指 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、市 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り

指 定 の 申 請 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 指 定 書 の 交 付 ）  

第 ４ 条  市 長 は 第 ２ 条 に 定 め る 指 定 を す る と き は 、市 長 が 別 に 定 め る 奨 励 指 定 書 を

交 付 す る も の と す る 。  

（ 助 成 金 の 額 ）  

第 ５ 条  第 ２ 条 に 定 め る 助 成 金 の 額 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ ) 第 ２ 条 第 １ 号 に 該 当 す る 者 に 係 る 助 成 金 の 額 は 、次 に 定 め る 方 法 に よ り 算

出 し て 得 た 額 の 合 計 額 以 内 の 額 と し 、１ 指 定 工 場 に つ い て 5,000万 円 を 限 度 と す

る 。 た だ し 、 同 号 ア の (エ )に 該 当 し 、 指 定 を 受 け た 場 合 は 、 次 に 定 め る 方 法 に

よ り 算 出 し て 得 た 額 の そ れ ぞ れ ２ 分 の １ 以 内 と し 、 2,500万 円 を 限 度 と す る 。  

ア  指 定 工 場 の 新 設 又 は 増 設 の た め の 投 下 固 定 資 産 の 額 （ 指 定 分 譲 用 地 を 取 得

し た 事 業 者 に つ い て は 、 土 地 に 係 る 投 下 固 定 資 産 の 額 は 含 め な い も の と す

る 。 ） に 100分 の 10を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。  

イ  新 設 又 は 増 設 さ れ た 指 定 工 場 の 操 業 開 始 に 伴 う 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 が 30人

以 下 の 場 合 は 、 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 １ 人 に つ き 15万 円 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、

30人 を 超 え る 場 合 は 、 そ の 超 え る 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 １ 人 に つ き 10万 円 を 加

算 し て 得 た 額 と す る 。  

(２ ) 第 ２ 条 第 ２ 号 に 該 当 す る 者 に 係 る 助 成 金 の 額 は 、指 定 分 譲 用 地 の 土 地 売 買

契 約 金 額 に 100分 の 25を 乗 じ て 得 た 額 以 内 の 額 と し １ 億 円 を 限 度 と す る 。  

(３ ) 前 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、第 ２ 条 第 ２ 号 に 該 当 す る 者 で 庄 原 市 内 の 農 林 水

産 資 源 、鉱 物 資 源 等（ 以 下「 地 域 資 源 」と い う 。）の 原 材 料 を 活 用 す る 事 業 で 、

市 長 が 認 め る 事 業 者 の 助 成 金 の 額 は 、 指 定 分 譲 用 地 の 土 地 売 買 契 約 金 額 に ３ 分

の １ を 乗 じ て 得 た 額 以 内 と し １ 億 円 を 限 度 と す る 。  

２  前 項 各 号 に よ り 算 出 し た 額 に 1,000円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り

捨 て る も の と す る 。  

（ 助 成 金 の 交 付 申 請 ）  

第 ６ 条  第 ２ 条 に 定 め る 助 成 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、市 長 が 別 に 定 め る と
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こ ろ に よ り 、 交 付 の 申 請 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 助 成 金 の 交 付 決 定 通 知 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、助 成 金 の 交 付 を 決 定 し た と き は 、速 か に そ の 決 定 の 内容及 び こ れ

に 条 件 を 付 し た 場 合 は 、 そ の 条 件 を 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 便 宜 の 供 与 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、第 ２ 条 各 号 に 該 当 す る 者（ 以 下「 奨 励 指 定 者 」と い う 。）に 、次

の 各 号 に 掲 げ る 便 宜 を 供 与 す る こ と が で き る 。  

(１ ) 用 地 の斡旋及 び 地 域 住 民 の 受 入・協力体制の確立  

(２ ) 労 働 者確保の協力  

(３ ) 交 通 関連施設整備 の協力  

(４ ) 工 業 用 水確保の協力  

(５ ) 地 域 資 源 の 活 用 に 係 る協力  

(６ ) そ の他企 業 立 地 に 関 し 、 市 長 が必要 と 認 め る 事 項  

（変更の届出 ）  

第 ９ 条  第 ２ 条 及 び 第８条 の 規 定 に よ る措置 を 行 うべき期間中に 、第 ３ 条 の 規 定 に

基づく指 定 の 申 請 の 内容に変更を 生 じ た 場 合 は 、奨 励 指 定 者 は 市 長 が 別 に 定 め る

と こ ろ に よ り遅滞なく変更届を提出 し な け れ ば な ら な い 。  

（措置 の承継）  

第 10条  第 ２ 条 及 び 第８条 の 規 定 に よ る措置 を 行 うべき期間中に 、合併、譲 渡 、相

続、そ の他の 事由に よ り 奨 励 指 定 者 に変更を 生 じ た 場 合 、そ の 事 業 を承継す る 者

に対し 、 当 該措置 を 行 う も の と す る 。  

２  前 項 の承継者 は 、市 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、承継届を提出 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ 指示事 項 の遵守）  

第 11条  奨 励 指 定 者 は 、市 長 が 事 業報告を求め る などの必要 な 指示を し た と き に は 、

こ れ に従わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 指 定 等 の 取消）  

第 12条  市 長 は 、奨 励 指 定 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め た と き は 、第

２ 条 に 定 め る 指 定若しくは 助 成 金 の 交 付 の 決 定 を 取 り消す こ と が で き る 。  

(１ ) 正 当 な理由に よ る こ と なく、 操 業 開 始 後８年 以 内 に 事 業 を休止し た と き 。 



4  

(２ ) 正 当 な理由に よ る こ と なく、 第 ２ 条 に 定 め る 要 件 を欠くに至っ た と き 。  

(３ ) 偽り 、そ の他不正 の手段に よ り 第 ２ 条 に 定 め る 指 定 を 受 け 、又 は 助 成 金 の

交 付 を 受 け た と き 。  

(４ ) 正 当 な理由に よ る こ と なく、第 ５ 条 第 ３ 号 に 定 め る 要 件 を欠くに至っ た と

き 。  

(５ ) そ の他、 市 長 が 指 定 を 取消す必要 が あ る と 認 め た と き 。  

（ 助 成 金 の返還等 ）  

第 13条  市 長 は 、前 条 の 規 定 に よ り措置 の 取消し を 受 け た 者 に 、既に 助 成 金 が 交 付

さ れ て い る と き は 、期限 を 定 め て 、そ の全部又 は一部の返還を命じ る こ と が で き

る 。  

（ 加 算 金 、延滞金 ）  

第 14条  市 長 は 、第 13条 の 規 定 に よ り 助 成 金 の返還等 を命じ ら れ た 者 に 、市 長 が 別

に 定 め る と こ ろ に よ り 、延滞金 及 び 加 算 金 の納付 を命じ る こ と が で き る 。  

（委任）  

第 15条  こ の 条 例 の施行 に 関 し必要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

（施行期日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 平 成 17年 ３月 31日 か ら施行 す る 。  

（ 経 過措置 ）  

２  こ の 条 例 の施行 の 日（ 以 下「施行 日」と い う 。）の 前 日ま で に 、合併前 の 庄 原

市 企 業 立 地 促 進 条 例（ 昭 和 58年 庄 原 市 条 例 第 15号 。以 下「 合併前 の 条 例 」と い う 。）

の 規 定 に よ り な さ れ た処分 、手続そ の他の 行為は 、そ れ ぞ れ こ の 条 例 の相当 規 定

に よ り な さ れ た も の とみな す 。  

３  施行 日 の 前 日 ま で に 、合併前 の 条 例 の 規 定 に よ り 交 付 決 定 を 行 っ た 助 成 金 に つ

い て は 、 なお合併前 の 条 例 の 例 に よ る 。  
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庄 原 市 企 業 立 地 促 進 条 例施行 規則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 規則は 、 庄 原 市 企 業 立 地 促 進 条 例 （ 平 成 17年 庄 原 市 条 例 第 158号 。 以

下 「 条 例 」 と い う 。 ） の施行 に 関 し 、必要 な 事 項 を 定 め る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 ）  

第 ２ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 号 ウ に 規 定 す る 新 設 又 は 増 設 に 伴 う 新 規 雇 用 常 用 労 働 者

と は 、指 定 工 場 の 操 業 開 始 に 伴 い 、新 た に採用 さ れ 、継続し て 常時雇 用 さ れ る 労

働 者 で 操 業 開 始 の 日 か ら １ 年間の 各月の初日 に健康保険法 （ 大 正 11年 法 律 第 70

号 ） 第 13条 に 規 定 す る健康保険の被保険者 と な っ て い る 者 を い う 。  

（ 指 定 申 請 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ３ 条 に 規 定 す る 指 定 の 申 請 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ ) 条 例 第 ２ 条 第 １ 号 に 該 当 す る 者 は 、奨 励 指 定 申 請 書（様式第 １ 号 ）に 市 長

が 指示す る 書類を添え て 、 新 設 又 は 増 設 し よ う と す る 工 場 に 係 る 工 事 に着手す

る 日 の １ か月前 ま で に 市 長 に提出 し な け れ ば な ら な い 。  

(２ ) 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 に 該 当 す る 者 は 、奨 励 指 定 申 請 書（様式第 １ 号 の ２ ）に

市 長 が 指示す る 書類を添え て 、 分 譲 用 地 の 取 得 日 （ 土 地 売 買 契 約締結日 ） ま で

に 市 長 に提出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 指 定 書 の 交 付 等 ）  

第 ４ 条  条 例 第４条 に 規 定 す る 奨 励 指 定 書 の 交 付 は 、奨 励 指 定 書（様式第 ２ 号 又 は

様式第 ２ 号 の ２ ）を も っ て 行 い 、指 定 を し な い旨を 決 定 し た と き は 、そ の旨を文

書 に よ り 申 請 者 に 通 知 す る 。  

（ 投 下 固 定 資 産 の 額 ）  

第 ５ 条  条 例 第 ５ 条 第 １ 号 ア に 規 定 す る 投 下 固 定 資 産 の 額 と は 、指 定 工 場 の 新 設 又

は 増 設 の完了を し た 日 におけ る 地 方税法（ 昭 和 25年 法 律 第 226号 ）第 349条 及 び 第

349条 の ２ の 規 定 に 基づく庄 原 市 固 定 資 産課税台帳に登録さ れ た課税標準 額 の 合

計 額 と す る 。た だ し 、土 地 に つ い て は 、そ の 取 得 の 日 の翌日 か ら 起 算 し て １ 年 以

内 に 当 該 土 地 を敷地 と す る 当 該 指 定 工 場 の 建 設 の着手が あ っ た 場 合 におけ る 当

該 土 地 に 限 り 、 投 下 固 定 資 産 の 額 に 含 め る も の と す る 。  

（ 助 成 金 の 算 出 に 用 い る 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 数 ）  

第 ６ 条  条 例 第 ５ 条 第 １ 号 イ に 規 定 す る 助 成 金 の 額 の 算 出 に 当 っ て は 、第 ２ 条 で い
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う 操 業 開 始 の 日 か ら １ 年間の 各月の初日 の健康保険被保険者 数 の 平 均値か ら小

数点以 下 を 切 り 捨 て た も の を 新 規 雇 用 常 用 労 働 者 数 と し て 用 い る 。  

（ 助 成 金 の 交 付 申 請 ）  

第 ７ 条  条 例 第６条 に 規 定 す る 助 成 金 の 交 付 の 申 請 は 、次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

(１ ) 条 例 第 ２ 条 第 １ 号 の 指 定 を 受 け た 者 は 、 助 成 金 交 付 申 請 書 （様式第 ３ 号 ）

に 市 長 が 指示す る 書類を添え て 、 指 定 工 場 の 操 業 開 始 の 日 か ら １ 年 １ か月以 内

に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が特に必要 と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限

り で は な い 。  

(２ ) 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 の 指 定 を 受 け た 者 は 、助 成 金 交 付 申 請 書（様式第 ３ 号 の

２ 又 は様式第 ３ 号 の ３ ） に 市 長 が 指示す る 書類を添え て 、 指 定 分 譲 用 地 に 係 る

工 場 の 操 業 開 始 の 日 か ら １ 年 １ か月以 内 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

市 長 が特に必要 と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

（ 助 成 金 の 交 付 決 定 通 知 ）  

第 ８ 条  条 例 第７条 に 規 定 す る 助 成 金 の 交 付 決 定 通 知 は 助 成 金 交 付 決 定 通 知 書（様

式第４号 又 は様式第４号 の ２ ） を も っ て 行 う 。  

（ 助 成 金 の 交 付時期等 ）  

第 ９ 条  条 例 第 ２ 条 に 規 定 す る 助 成 金 の 交 付 の時期等 は 、次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ る 。  

(１ ) 条 例 第 ２ 条 第 １ 号 の 指 定 を 受 け た 者 に対す る 助 成 金 の 交 付 の時期は 、新 設

又 は 増 設 さ れ た 指 定 工 場 が 操 業 を 開 始 し た 日 以 後 、最初に 固 定 資 産税が賦課さ

れ る 年 度 以降に 交 付 す る も の と す る 。  

(２ ) 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 の 指 定 を 受 け た 者 に対す る 助 成 金 の 交 付 に つ い て は 、助

成 金 の 交 付 決 定 を 行 っ た 日 の属す る 年 度 か ら４年間助 成 金 交 付 決 定 額 に 各 年 度

100分 の 25又 は ３ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 を 交 付 す る も の と す る 。  

（変更届の提出 ）  

第 10条  条 例 第９条 に 規 定 す る変更届は 、奨 励 指 定 申 請変更届書（様式第 ５ 号 又 は

様式第 ５ 号 の ２ ）に 市 長 が必要 と 認 め る 書類を添え て 、遅滞なく市 長 に提出 し な

け れ ば な ら な い 。  

（承継届の提出 ）  
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第 11条  条 例 第 10条 第 ２ 項 に 規 定 す る承継届は 、承継者 が 指 定承継届書（様式第６

号 又 は様式第６号 の ２ ）に 、承継を証す る 書類を添え て 、承継し た 日 か ら １ か月

以 内 に 市 長 に提出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 交 付 決 定 額 の変更等 ）  

第 12条  条 例 第 12条 第４号 に 該 当 し 、助 成 金 の 交 付 の 決 定 を 取消し た 者 で継続し 条

例 第 ２ 条 第 ２ 号 に 定 め る 要 件 を 満 た し て い る 者 は 、条 例 第 ５ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る

額 で 交 付 決 定 し た も の とみな し 、 交 付 決 定 額 を変更す る こ と が で き る 。  

２  市 長 は 、前 項 に よ る 交 付 決 定 額 の変更に 伴 い 、既に全額 助 成 金 を 交 付 し て い る

場 合 は 、交 付 し た 額（ 以 下「 交 付 済 額 」 と い う 。）か ら変更後 の 交 付 決 定 額（ 以

下「変更交 付 決 定 額 」と い う 。）を減じ た 額 の返還を命じ る も の と し 、全額 助 成

金 を 交 付 し て い な い 場 合 で変更交 付 決 定 額 が 交 付 済 額 を 上回る 場 合 は 、変更決 定

額 か ら 交 付 済 額 を減じ た 額 を 交 付 す る も の と す る 。  

（ 加 算 金 及 び延滞金 ）  

第 13条  奨 励 指 定 者 は 、条 例 第 12条 の 規 定 に 基づく指 定 の 取消し に よ り 、助 成 金 の

返還を命ぜら れ た と き は 、そ の命令に か か る 助 成 金 の 受領の 日 か ら納付期日（納

付期日 以 前 に納付 す る 場 合 は 、当 該納付 の 日 ）ま で の 日 数 に応じ 、当 該返還を命

ぜら れ た 助 成 金 の 額 に つ き 、 年 10.95パーセント の割合 で 計 算 し た 加 算 金 を 市 に

納付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  奨 励 指 定 者 は 、助 成 金 の返還を命ぜら れ 、こ れ を納付期日 ま で に納付 し な か っ

た と き は 、納付期日 の翌日 か ら納付 の 日 ま で の 日 数 に応じ 、そ の 未納付 額 に つ き

年 10.95パーセント の割合 で 計 算 し た延滞金 を 市 に納付 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 地 域 資 源 の 活 用状況報告）  

第 14条  条 例 第 ５ 条 第 ３ 号 の 交 付 決 定 を 受 け た も の は 、条 例 第 12条 第４号 に 規 定 す

る 事 項 を確認 す る た め の 地 域 資 源 の 活 用状況に つ い て 、市 長 に報告し な け れ ば な

ら な い 。  

（補則）  

第 15条  こ の 規則に 定 め る も の の ほ か 、必要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 規則は 、 平 成 17年 ３月 31日 か ら施行 す る 。  


